
    永瀬浩喜先生の講演「癌に関して」 

                             2017年 10月 21日 

                         我部山 民樹  

講師 永瀬浩喜氏 

千葉県がんセンター研究所 所長 

                    於；かずさ DNA研究所 

                          画像は追記 

1．千葉県の高齢化率（65歳以上の占める割合）は全国で 2位。埼玉が 1位。 

2．高齢化により、今後 30年間、癌患者は増え続ける 

3．国民の 2人に 1人は癌になる 

4．癌の医療費は増え続けている 

 平成 27年度の千葉県で健康保険を使った医療費 

 癌    5億１千 8百万円 

 その他 28億 2千 5百万円 

 （高橋克日古先生の講演で、‘全国の年間医療費の実費が 40兆円、年金・医療

費・介護に 32兆円の税金が使われている。1年間の一人当たりの平均 75歳

以上の医療費が平均 90 万円、一般現役世代は 11 万円。このままでは団塊

世代が 75歳以上になる 2025年には財政や医療制度が破たんする。75歳以

上の占める割合は 19.2％となり 2025年問題と言われている。’と） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5．癌にかかった患者の 70％は 5年以上生存できる。 

毎年、0.7％ずつ治療成績が向上している 

6．早く見つけて早く治療ができればほとんど治る 

しかし、治療できない癌も 30％以上ある 

7．日本の全国推計の 5年生存率は 62.8％ 

 世界一のアメリカは 69.7％ 

イギリスやカナダは 50％程度 

8．生存率 

・肝臓がん   5年        10年  

      33％        18％ 

・子宮がん 

      80％        75％ 

・前立腺がん 

     ほぼ 100％      ほぼ 100％ 

  ほぼ寿命と同じと考えてよい 

がんの生存率は年々、少しずつ向上している 
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9．予防 

ストレスを感じないような生活習慣が成人病の予防 

10．早期発見 

・早く見つければ、ほとんどが治せる 

・がん検診の重要性 

肺がん、大腸がん、胃がん、乳がん、子宮頚がん 

11．新しい癌検診方法の開発 

・微量の血液でがん診断できるか？前立腺がんのように 

・血液中の DNAで診断できるか 

限界が有る。 

・血液中の微量金属の測定による癌リスト診断技術を開発中（メトロバランス） 

・血中アミノ酸組成の診断的意義に関する研究中（アミノインデックス） 

12．癌は遺伝子の病気 

・遺伝子の配列異常と制御異常 

・生活習慣が遺伝子の出方を変えてしまう。 

・癌になりにくかった人が癌になりやすくなることもある。 

・食道癌は四つの因子が重なると 

アルコール×タバコ×アルコール脱水素酵素×アセトアルデヒド脱水素酵

素で、食道癌のリスクが約 190倍に増える 

・発癌性物質 

確認されているのは約 90種類 

アフラトキシン（ピーナッツなどについているカビ、アスベスト、ヒ素、ベ

ンゼン，カドミウム、６価クロム、ニッケル、ベリリウム）、ヘリコバクタ―

（ピロリ菌、B,C型肝炎ウイルス、パピロマウィルス，T細胞白血病ウィル

ス）、中性子線、X線、ガンマ線、プルトニュウム放射線物質、塩化ビニール

モノマー、女性ホルモン、ピル、アルコール飲料、フェナセチン（鎮痛剤）、

タバコの煙，噛みタバコ、塩づけの魚、煤、鉱油類、木のダスト、太陽光、

ダイオキシン、環境ホルモン DES等 

 

13．癌を直す薬は創れるか 

・癌を根本的に治す薬はほんの一部でしか見つかっていない 

・癌は薬に耐性になり、再発してしまう 

・薬を創るにはお金がかかりすぎる。薬代が高い。例えば免疫抑制解除薬抗体

PD-1薬を 1年投与すると 1700万円かかる。分子標的薬は数百万円かかる。 

 



                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14．最後に 

・がんは治る病気になっているが、予防や早期発見が大切 

・がんの予防にはストレスのない、バランスのとれた食生活が大事 

・発がん物質と考えられるものは出来るだけ避ける 

・がん治療の進歩は著しいものがある。一日でも長く生きる。そうすれば新し

い医療の進歩で治療ができるかも知れない 

・医療行政（治療を受ける側の立場）を考えた研究機関が必要 

・ゲノムの特定の遺伝子座で薬剤を作用させる方法は、生命科学研究やがん治

療に利用できるかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


